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海上測定点の

位置決定

測鐙緑

地質調査所が海底の地質地下構造および海底鉱物資

源の賦存状態を明らかにするため海上重力海上磯カ

海上音波などの探査を実施するように放って以来これに

伴う測定点の位置決定を行匁っている蜆

調査船上で測定点を決定す馬方法としては六分儀を

使用しているが陸上から位置を決定する場合もある.

広範囲の地域にわたる調査研究で縮尺5万分の1から

2万5千分の1の場合には自然目標を利用し陸上踏

査を行なって地図上に基準点の位置を決定する.調査

カミ縮尺蟹万δ千分の1から夏万分の1のように精確た位

置の測窟を必要とする時は予め三角測量や多角測量に

よって海上から視通の容易な地点に500m～2000m毎

に基準点を設置しさらに海岸線を実測あるいは航空

写真の図化を行なって地図を作成している.陸上か

ら海上測定点の位置を決意する場合には全円微動写真

機付経緯儀を用い調盛船および陸上三地点は超短波

無電機による相互信号を行ないなカミらする同時観測法に

よって確か柱測定点の位置決定:を行なっている.

海上重力探査の場合は調査船は投錨し停止して測定

を行なうので六分儀により陸上の基準点3､点を測点と

し同時観測を2回ないし3回行枚い位置の決定をす

る赫さらにこの3点を他の3点にかえて同様な方法で

観測し位置決定の点検を行なう.

海上磯カ海上音波探査は調査船が航行しながら継

続(3分間ないし4分間ごと)して測定を行なうので船

上での場合は六分儀により陸上に設定された基準点4

点を測点として同時観測を行抵い測定点の位置を決定

する.扱お六分儀では4方向単独観測装置の機器設

計試作を行なっている.

海測テルロメｰタｰ

近時海上の調査研究が進展するにしたがって陸岸から

次第に海洋に広カミり20～30kmにおよぶようになって

くると今までの眼視観測法による狽1j定は不可能とな

る.また沿岸調査においても海霧や曇天等で陸地の

基準点が兇られず船上調査機籍の方は活躍してもそ

の記渕瞬時の位置は測定できない｡これ等の問題点を

解決し精度を高め能率の向上を企図して新しい電波に

よる距離測定機ミハイ岬ジ及ドを採用することになっ

た｡こ?測巨機は海上測定用に設計創作されたもの

であり日本では初めて登場する新鋭近代機辮である.

今までの観測は角度を測って距離を求めた三角測量方

式であったがテルロメｰタｰから直鞍願離を求められ

三辺測量方式によって計算あるいは図解法により位置

を決定する.この新鋭測機について諸種の実験観測･

解析研究を行恋って野外調査研究の冒的に適応した測

定方法を確立し連続位置プロット等をオｰトメｰシ嚢

ン化する計画である｡
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陸上の3基準点から無線機を併用し全円微動装置写真器付

経緯儀による同時観測

調

査船

六分髄に上る4点同時観洞■1

今

観測角の記入を

手一fなって湖■1定点

の位置を決める

鶴

テル回メｰタｰ!･イドロシストMRB2型.(海上用超短波位置測定機)

←左は陵上に設置された無

人σ)従局で主用(右の写

真)σ)指示により自動操

作される

｡紅はヨ三∫苛で罰司企勘合に』答斑尾

して撫作する�


